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●工事状況 定点写真

●壁の向こうは・・・？

工事かわら版を毎月発行します。次回は1月下旬です。
発行：清水・須山・中村組特定建設工事共同企業体
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屋上設備機器の搬入が始まりました。設備機器は
重いものでは13ｔを超えるものもあり、搬入に際し
ては安全に対する検討が非常に重要になります。「
クレーンの能力は適切か」「吊りワイヤーの仕様は
適切か」「搬入時の機器転倒、作業員の挟まれ等の
リスクはないか」検討することは山ほどあります。
大型建物で当たり前のように機能している設備機

器は綿密な計画の上据付られ、機器間の配管・ダク
ト工事、配線工事等の膨大な量の工事により機能で
きます。今回の新病院でも設備が適切に当たり前に
機能するよう、引続き工事を進めていきます。

●コラム《プロジェクションマッピング》

屋上機器搬入

一足先に Merry Christmas!

最近はすっかり寒くなり、本格的な冬の到来を感じられるようにな
りました。当現場では、外部足場にプロジェクションマッピングを投
影しています。このプロジェクションマッピングはクリスマス仕様と
なっており、これをご覧いただいた病院関係者様には一足先にクリス
マス気分を味わっていただけたのではないでしょうか。
当現場も竣工までおよそ一年となりました。来年のクリスマスは皆

さんに「浜松医療センター新病院」という素晴らしい建物をプレゼン
トできるよう、あと一年、引続き品質管理徹底の上、無事故無災害で
工事に取り組んでいきたいと思います。

躯体工事は、高層工区で屋上階、ヘリポートの鉄
骨工事が着々と進行し、長かった躯体工事もいよい
よ終盤に差し掛かってきたなという印象を受けます。
内装工事では、1階～3階にかけて天井内の設備工

事がまとまり始め、天井の軽量・ボード工事が始ま
りました。4階～5階の病棟階では壁の軽量・ボード
工事、設備工事が本格的に動き出し、より病院らし
さを感じられるようになってきました。
これから現場全域にかけて、工事が益々忙しくな

りますが、安全・品質を多くの目で見て、工事を進
めていきます。
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